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要　　旨　　1983年（Ｂ群），1993年（Ａ群）の既報につづき2007～08年本学学生100名のシルエッター
写真による側面視体型計測（Ｓ群）を行い，各群の統計処理値による経年変化について分析を試みた。
またＳ群の体型分類とその特徴を捉えることを目的とした。結果，Ｓ群の主要項目と“日本人の人体寸法
データベース2004-2006”（21～29才）とを比較すると，差は殆ど見られずＳ群は現日本人の平均的寸法と
いえる。Ｂ-Ａ群の比較では，Ａ群は人体全体が前･後方向への突出量が増えメリハリのある体型であった
が，Ａ-Ｓ群の比較では，Ｓ群は下半身体軸がほぼ直上で上半身体軸はやや後方への傾斜があり，頸部は
前傾していることからＷより上方のみで前後のバランスをとっている。またＳ群はＡ群より身長が1.5㎝
伸びていることからやや細長型の方向性が見られる。しかし，Ｓ群の厚径項目によるクラスター分析で最
も人数が多いグループの特徴は，下半身突出量は前方がやや多く，上半身突出量は後方がやや多い。頸部
は前傾している。つまり，平均･差の検定とはやや異なった結果である。これは，平均では正・負の数値
が相殺されたものであることが明らかとなったものであり，体型特徴の詳細なデータを得るにはクラスタ
ー分析が有効であった。

キーワード　人体計測 （human body measurment）　 体型特徴 （somatotype characteristic）
　　　　　　経年変化 （passage of time change）

 * 本学教授　 服装造形学
** 本学助手 　服装造形学

Ⅰ　は　じ　め　に

　アパレル業界におけるサイズ表示は，高度・
周径など長さ情報の提示が多い。衣料における
JIS規格もまた同様な表示である。これらの基
となっている日本人の人体計測データは，第
１回 “全国体格調査”（人体計測）が昭和40年
から７年かけて行われ，その後10年前後毎に，
第２回，３回（㈳人間生活工学研究センター
HQL）と進められてきた。最も新しいものと
して，第４回が平成16～18年に行われ，その結

果が平成19年に“日本人の人体寸法データベー
ス 2004－2006”として開示された。計測項目も
計163項目と第１回の調査からは数倍の項目数
となっており，約10年毎のデータはアパレル業
界においてもサイズ設定見直しなどの示唆とな
っている。しかし，衣料として参考になる項目
は，身体の大きさ，長さなど一次元的なデータ
が多く，サイズ因子として捉えるには足りる
が，形態の因子を抽出するには計測項目に不足
が見られ，第１回計測時から変わらないといっ
ても過言ではない。
　人体は，同一寸法であっても形態に個人差が
大きく，肥満体や痩身体のほかに反身体，屈伸
体，後傾体，なで肩，いかり肩などの言葉が，
体つきの特徴を表現するために用いられてい
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る。それにも関わらず，アパレル業界の生産の
ための設計要素には，形態特性を明らかにする
ことを取り入れていないのが現状である。これ
は，人体計測項目データ不足のほか生産コスト
削減なども左右していることと思えるが，殆ど
の人が既製服を着用している今日において，よ
りよいフィット性を求めることが必要不可欠で
あると考える。
　体型研究に関する研究は，「人体姿勢の解
析」1）や「プロポーションについて」2）「体型の
類型化」3）などがあるが，いずれも第３回全国
体格調査以前のものであり，新たに第４回全国
調査されたデータとは比較検討できないもので
ある。
　そこで本実験では，より新しいデータとして
2007~08年に被験者の人体計測とシルエッター
写真撮影による側面視データを採取し，その算
出値と第４回全国調査計測値とを比較考察し，
本実験の被験者の大きさを示すものとする。ま
た1993年に著者が報告した側面視体型の分類の
試み4）と同様の算出方法を用いて，約15年経過
した同年女子体型の変化の有無について検討す
る。さらに25年前の1983年の側面視データ5）と
も比較し，若年女子体型の経年的変化について
も考察する。次に，2007～08年の体表角度計測
値を用いて体型の分類と，その特徴を捉えるこ
とを試みる。

Ⅱ　研　究　方　法

　１．被験者
　被験者は，2007～08年度の本学３年次学生計
100 名とし，そのシルエッター写真を資料とし
た。計測時の着衣状態は，素肌に密着した下着
（ブラジャー，ショーツ）とし，写真撮影時の
姿勢は耳眼水平の立位正常姿勢とした。
　２．計測方法
　人体体表へのマーキング，シルエッター写真
へのマーキングは著者が1993年に文化女子大学
研究紀要第24集に報告した1）ものに準ずる。計
測項目については，図１，２－１，２－２，
３，表１に示した。
　表１の身長と体重は身長・体重計測器，バス
ト（Ｂ）・ウエスト（Ｗ）・ヒップ（Ｈ）の３
項目は人体から直接テープメジャーで計測をし
た。①～㉖，a～oはシルエッター写真に補助線
を書き入れ，ノギス，分度器を用いて計測をし
た。
　３．考察のための比較資料データ
・Ｂ群：1977~79年女子（21~22才）200人5）

・Ａ群：1988~91年女子（20~22才）150人4）

・Ｓ群：2007~08年女子（20~22才）100人

（ 2 ）

図１ 計測基準点 図２－２ 前報計測部位 図３ 傾斜・角度
計測部位

図２－１ 高度，厚径，
　　　　 長径計測部位



Ⅲ　計測結果および経年変化の考察

　１．計測結果
　長さ項目，体重，角度項目，体重・Ｂ・Ｗ・
Ｈの４項目と身長の比等，計55項目の計測結果
から平均値，標準偏差を計測年別に表２に示し
た。また，Ａ群を基準としたＳ群との差，Ｂ群
を基準としたＳ群との差も示した。
　Ｓ群の主要項目の平均値と“日本人の人体寸
法データベース2004－2006”（21~29才）6）とを
モリソンの偏差折線で表し比較すると図４の通
りで，その差は殆ど見られず，本実験の若年女
子被験者は，基本寸法において現日本人の平均

的寸法といえる。
　２．経年変化の考察
　Ｓ群とＡ群の間に約15年間（以降Ｓ－Ａ群と
表示），Ａ群とＢ群の間には約10年間（以降Ａ
－Ｂ群と表示），Ｓ群とＢ群の間には約25年間
（以降Ｓ－Ｂ群と表示）と調査年に差がある。
いずれも同姓，同年齢であることから，この調
査年の差による体型変化の有無を検討した。
比較はＢ群と同一計測点を用いた項目について
Ａ群およびＳ群との各間とした。
　表２に示した各群の平均値の差を基準化して
モリソンの偏差折線で表したのが図５である。
表２，図５ともに有意差のある項目には＊を付
した。さらにＳ，Ａ，Ｂ群の各厚径，体表角度
の平均値を用いて描いた側面視体型平均像が図
６である。これらの結果から以下のような経年
変化の様相を知ることが出来る。
　①全体的に有意差検定を見るとＳ－Ｂ群より
Ｓ－Ａ群に差が見られる。つまり15年前より25
年前の方が現在と体型に違いが見られないこと
になる。
　②基本計測項目を見ると，身長はＢ－Ａ群に
0.4㎝の差が見られるが，Ａ－Ｓ群では1.5㎝と
約3.5倍の増加となっている。それに対して，
体重はＢ－Ａ群，Ａ－Ｓ群共に１kg以内の増

身長

体重

バスト

ウエスト

ヒップ

Ｍ

０1.0 σ 1.0 σ

Ｍ：日本人の人体計測データ 2004－ 2006 20 ～ 29歳
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下付 1；1983 年報告に準じた計測部位

表１　計測項目名称

図４　日本人体格調査結果と比較
   （モリソンの偏差折線）



表２　計測結果および経年差検定結果

** 危険率α＝１%で有意　　* 危険率α＝５%で有意

項目
S群 A群

差 検定
S群 B群

差 検定
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

身長 159.04 4.41 157.50 5.31 1.54 * 159.04 4.41 157.10 4.49 1.94 **
体重 51.61 5.36 50.68 6.17 0.93 51.61 5.36 51.00 6.07 0.61 
B 83.52 4.74 84.35 4.75 － 0.83 83.52 4.74 83.90 5.37 － 0.38 
W 64.72 4.28 64.42 4.67 0.30 64.72 4.28 64.10 4.99 0.62 
H 90.55 5.30 89.16 4.51 1.39 * 90.55 5.30 89.40 4.90 1.15 
BL 厚径 23.35 1.86 22.63 1.70 0.72 ** 23.35 1.86 22.90 2.05 0.45 
WL 厚径 18.01 1.55 17.59 1.63 0.42 * 18.01 1.55 ― ― ― ―
WL１厚径 17.76 1.56 16.96 1.53 0.80 ** 17.76 1.56 17.60 1.87 0.16 
HL 厚径 23.04 1.43 22.60 1.54 0.44 * 23.04 1.43 22.60 1.71 0.44 *
胸背突量 4.41 1.21 4.10 1.26 0.31 4.41 1.21 ― ― ― ―
殿突量 5.69 1.26 6.19 1.25 － 0.50 ** 5.69 1.26 ― ― ― ―
殿突量 6.20 1.21 6.65 1.10 － 0.45 ** 6.20 1.21 5.60 1.11 0.60 **
胸前突量 1.65 1.33 1.72 1.29 － 0.07 1.65 1.33 ― ― ― ―
胸前突量 1.33 1.44 1.78 1.39 － 0.45 * 1.33 1.44 1.20 1.36 0.13 
腹前突量 1.00 0.88 0.95 0.78 0.05 1.00 0.88 ― ― ― ―
腹前突量 0.72 0.64 1.18 1.67 － 0.46 ** 0.72 0.64 1.40 0.72 － 0.68 **
上下半身後突出差 1.29 1.61 2.09 1.54 － 0.80 ** 1.29 1.61 ― ― ― ―
上下半身後突出差１ 0.64 1.49 2.08 1.61 － 1.44 ** 0.64 1.49 0.72 1.48 － 0.08 
上下半身前突出差 0.64 1.49 0.76 1.47 － 0.12 0.64 1.49 ― ― ― ―
上下半身前突出差１ 0.62 1.50 0.59 1.98 0.03 0.62 1.50 － 0.12 1.37 0.74 **
B －W 18.80 2.97 19.93 2.97 － 1.13 ** 18.80 2.97 19.90 2.45 － 1.10 **
H －W 24.99 4.10 24.74 3.42 0.25 24.99 4.10 25.30 2.88 － 0.31 
比体重 0.32 0.03 0.32 0.03 0.00 0.32 0.03 0.32 0.03 0.00 
比 B 0.53 0.03 0.57 0.44 － 0.04 0.53 0.03 0.53 0.03 0.00 
比W 0.41 0.03 0.41 0.03 0.00 0.41 0.03 0.41 0.03 0.00 
比 H 0.57 0.03 0.57 0.03 0.00 0.57 0.03 0.57 0.03 0.00 
後丈突出量 6.51 1.06 6.46 0.71 0.05 6.51 1.06 ― ― ― ―
前丈突出量 7.03 1.22 7.10 1.07 － 0.07 7.03 1.22 ― ― ― ―
後丈斜線長 34.60 1.45 34.90 1.86 － 0.30 34.60 1.45 ― ― ― ―
前丈斜線長 37.11 1.52 37.09 1.80 0.02 37.11 1.52 ― ― ― ―
後頸入り － 0.14 1.76 0.93 1.57 － 1.07 ** － 0.14 1.76 ― ― ― ―
前頸入り 8.50 1.68 7.81 1.50 0.69 ** 8.50 1.68 ― ― ― ―
WL前厚 14.17 1.69 13.27 1.65 0.90 ** 14.17 1.69 ― ― ― ―
胸背下傾斜 14.40 4.06 14.59 3.88 － 0.19 14.40 4.06 ― ― ― ―
胸背下傾斜 13.71 3.29 13.54 3.46 0.17 13.71 3.29 13.70 3.55 0.01 
胸背上傾斜 27.59 5.64 31.81 5.65 － 4.22 ** 27.59 5.64 31.30 6.65 － 3.71 **
胸背後突角 18.18 3.73 18.26 3.41 － 0.08 18.18 3.73 18.00 3.49 0.18 
殿突上傾斜 15.64 3.77 17.54 4.00 － 1.90 ** 15.64 3.77 ― ― ― ―
殿突上傾斜 20.43 4.09 22.57 3.57 － 2.14 ** 20.43 4.09 19.10 4.19 1.33 **
上半身前正中角 34.11 5.06 14.98 3.39 19.13 ** 34.11 5.06 13.00 2.78 21.11 **
胸前上傾斜 15.10 3.52 33.03 5.63 － 17.93 ** 15.10 3.52 31.80 5.12 － 16.70 **
胸前下傾斜 7.04 5.32 7.88 5.75 － 0.84 7.04 5.32 ― ― ― ―
胸前下傾斜 5.05 4.87 6.97 5.12 － 1.92 ** 5.05 4.87 4.30 4.40 0.75 
腹突上傾斜 6.74 5.42 6.49 5.42 0.25 6.74 5.42 ― ― ― ―
腹突上傾斜 6.44 5.65 8.96 6.84 － 2.52 ** 6.44 5.65 9.60 5.25 － 3.16 **
殿突下角 7.16 1.36 7.26 4.32 － 0.10 7.16 1.36 7.50 2.04 － 0.34 
腹突下角 11.35 1.37 12.26 1.55 － 0.91 ** 11.35 1.37 11.60 1.88 － 0.25 
上半身体軸角 7.15 2.57 5.96 2.44 1.19 ** 7.15 2.57 6.00 3.25 1.15 **
下半身体軸角 3.98 1.19 4.62 1.31 － 0.64 ** 3.98 1.19 4.10 1.23 － 0.12 
頸後傾斜 15.41 6.73 10.66 5.34 4.75 ** 15.41 6.73 12.70 6.14 2.71 **
頸前傾斜 14.91 5.98 16.31 5.20 － 1.40 14.91 5.98 16.90 5.12 － 1.99 **
頸付根線角 28.22 4.72 26.84 5.05 1.38 28.22 4.72 ― ― ― ―
胸背湾曲角 149.96 5.46 147.15 5.29 2.81 ** 149.96 5.46 148.25 5.25 1.71 *
胸前湾曲角 166.22 8.30 139.21 8.31 27.01 ** 166.22 8.30 143.98 7.68 22.24 **
BNP 高 134.34 4.19 133.64 5.06 0.70 134.34 4.19 ― ― ― ―
FNP高 128.89 4.17 129.30 4.86 － 0.41 128.89 4.17 ― ― ― ―
胸背突高 120.19 4.71 118.46 4.97 1.73 ** 120.19 4.71 ― ― ― ―
胸前突高 114.09 4.05 113.42 4.92 0.67 114.09 4.05 ― ― ― ―
WL高 99.42 3.66 98.87 4.25 0.55 99.42 3.66 ― ― ― ―
腹突高 89.61 4.23 87.99 3.75 1.62 ** 89.61 4.23 ― ― ― ―
殿突高 78.57 3.13 77.62 3.59 0.95 * 78.57 3.13 ― ― ― ―
股高 70.21 3.05 69.12 3.49 1.09 ** 70.21 3.05 ― ― ― ―
W高前後差 3.14 2.07 3.10 1.80 0.04 3.14 2.07 ― ― ― ―
側上半身長 34.28 1.45 34.60 1.84 － 0.32 34.28 1.45 ― ― ― ―
後上半身長 34.92 1.52 34.77 2.23 0.15 34.92 1.52 ― ― ― ―
W殿長 20.85 1.89 21.25 2.01 － 0.40 20.85 1.89 ― ― ― ―
前上半身長 29.47 1.44 30.43 2.04 － 0.96 ** 29.47 1.44 ― ― ― ―
W突長 9.82 3.21 10.88 1.91 － 1.06 ** 9.82 3.21 ― ― ― ―
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減であることから，全身的にはやや細長型に向
かっている方向性が見られる。また，Ｂ，Ｗ，
Ｈの周径項目を見ると，ＢはＳ群が小さく，
Ｗ，ＨはＳ群が大きい結果となっている。Ｓ群
に関わるファッションの特徴として，ボトムス
におけるローライズもしくはハイウエストとい
ったウエストを支持しないデザインであること
から，Ｗ周辺がやや緩み寸法も増加したと考え
られる。いわゆる“ずん胴”と呼ばれるものとい
える。
　③Wを基準とした上半身の形態では，Ｓ－Ａ
群の前面突出量は１％の危険率で有意に減少し
ているが，背面の突出量には差が見られない。
Ａ－Ｂ群では前面突出量が有意に増加し，後面
は減少している。Ｂ群→Ａ群→Ｓ群への方向性
が見られない。

　④Ｓ－Ａ群のＷを基準とした下半身の形態で
は，腹突量はやや減少し，殿突量は有意に減少
していることから，②と同様なことがいえる。
　⑤頸椎点から胸部背面後突出点方向にかけて
の傾斜，角度ではＳ－Ａ群に有意な差は認めら
れないが，Ｗ後端から胸部背面後突出点方向に
かけての傾斜，角度には有意な差が認められＳ
群が減少している。
　頸窩点から胸部前面前突出点方向にかけての
傾斜，角度ではＳ－Ａ群に有意な差が見られ，
Ｗ前端から胸部前面前突出点方向にかけての傾
斜，角度ではＳ－Ａ群に有意な差が認められな
い。
　⑥頸部の傾斜は，Ｂ－Ａ群では後部に有意な
差が見られ，前傾が少なくやや立頸の方向に変
化している。それに対してＡ－Ｓ群でも後部に
有意な差が見られるが，Ｂ－Ａ群とは逆の前傾
が大きくなり前頸の方向に変化している。
　⑦体軸の変化は，上半身体軸では有意な差が
見られＳ群が後方向に傾いたことになる。しか
し，後方向への傾きの状況を⑤と併せて考察す
ると，Ｗから上部全体に後方に傾いたのではな
く，身体前面のバストポイントより上部と身体
後面のＷから上部の後突点にかけて傾いてい
る。つまり，菱形の対辺同士が同方向へ傾いた
状態であるといえる。
　下半身体軸でもＡ群に比べＳ群は有意な差が
見られたが，上半身とは逆にＳ群の変化が小さ

身長
体重
Ｂ
Ｗ
Ｈ

ＢＬ厚径
ＷＬ厚径
ＨＬ厚径
胸背突量
殿突量
胸前突量
腹前突量

上下半身後突出差
上下半身前突出差

Ｂ－Ｗ
Ｈ－Ｗ
比体重
比Ｂ
比Ｗ
比Ｈ

胸背下傾斜
胸背上傾斜
胸背後突角
殿突上傾斜

上半身前正中角
胸前上傾斜
胸前下傾斜
腹突上傾斜
殿突下角
腹突下角

上半身体軸角
下半身体軸角
頸後傾斜
頸前傾斜
胸背湾曲角
胸前湾曲角

＊

＊
＊＊
＊
＊

＊＊

＊＊

＊

＊＊

＊＊
＊＊
＊＊

＊＊
＊＊
＊＊
＊＊

＊＊
＊＊

Ａ群平均値
** 危険率α＝１%で有意　* 危険率α＝５%で有意

－4　－ 2　　０　　2　　4　　6　　8
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図５　計測値の経年変化（モリソンの偏差折線）

図６　側面視体型平均像の比較



い結果となった。
　全体の体軸を図７から見ると，足部に対して
Ｗ部がやや直立方向になり，Ｗに対して上半身
が後方に傾斜している。また⑥と同様，頸部が
前傾していることから，Ａ群のメリハリのある
体型と異なり，身体全体に曲勢の少ない直立型
といえる。

Ⅳ　相関分析による考察

　Ｓ群の計測値を用いて相関分析を行った。さ
らに1993年に報告したＡ群の相関分析とも関係
を見た。
　それらの相関性をまとめると以下のようであ
る。
　①体重と相関があるものとしてＢ，Ｗ，Ｈ，
ウエストライン（WL）厚径，ヒップライン
（HL）厚径が0.7以上の係数となり，体重と周
径項目には関係性が高いことが分った。しか
し，バストライン（BL）厚径とは相関が低い
結果となったことから，Ｂのカップサイズと体
重は関係性が無いことが分る。
　②周径項目，厚径項目相互間を見ると，Ｂと
Ｗに対する厚径項目は0.6以上と中程度の相関
であるが，Ｈと厚径項目には相関が見られな
い。つまり，Ｈそのものの周径と厚径には関係
がないといえる。またＨと相関性があるものが
体重を除いては表出しなかった。
　③身長と他の高さ項目相互間では全頭高を除
いて0.7以上の相関が見られる。また，股高と
腹突高を除くと0.8以上の高い相関となる。こ
れらはＡ群と同様の結果である。この高さ項目
に高い相関が見られたことは，計測点設定時に
骨格を目安にしたことから，身長の成長と人体
骨格の成長は連動しているといえる。
　Ａ群では，側上半身長，後上半身長，前上半
身長，前丈斜線長，後丈斜線長などの上半身の
たて方向長径と高さ項目は0.6前後の相関を示
しているが，Ｓ群では0.4以下と相関が低い結
果となった。このことから，Ｓ群では上半身の
体軸傾斜と骨格の成長とは関係性を示さないと

いえる。
　また，Ａ群では，側上半身長，後上半身長，
前上半身長，前丈斜線長，後丈斜線長の相互
間では0.9以上の高い相関を示しているが，Ｓ
群ではそれよりやや低い0.7～0.8の相関であっ
た。
　④WL厚径に対する上・下半身の前後方向へ
の突出量については以下の特徴が見られる。
・各突出量項目と，Wからの各突出点方向に計
測した体表傾斜（胸背下，胸前下，殿突上，
腹突上）の間には0.7～0.9の高い相関が見られ
る。これはＡ群と同じ結果である。
・突出量間の相関は，胸部の前後の突出量間，
腰部と腹部の突出量間に互いに正負を逆にした
0.5～0.6のやや低い相関がある。即ち上・下半
身ともに強くはないが，前面の突出の大きい場
合は後面の突出の小さい傾向が見られる。Ａ群
では同傾向で中程度の相関であった。Ｓ群では
係数が小さくなっていることから，今後前後の
突出間に正負の関係が見られなくなる可能性も
否めない。
・胸部の背面突出量は後頸入りと0.7の相関，
前面突出量と前頸入りは－0.6と中程度の相関
がみられた。Ａ群では中程度の相関でも前後共
に負の相関であることから，脊柱の湾曲が有機
的に重心のバランスをとっているとの考察であ
った。しかしＳ群は正の相関であることから後
面の突出量は重心のバランスとは関係を示さな
いといえる。
　⑤胸背湾曲角は胸背下傾斜と胸背後突角を加
算した算出値であることから，当然高い相関
があると考えられたが，前者は0.72の中程度の
相関，後者は－0.14と関係性がない結果となっ
た。背面の突出量との関係では，胸背突量と
0.6の係数であった。湾曲角はWLより上部の二
項目を加算したものであるにも関わらず，WL
より下の殿突上傾斜と0.67の中程度の相関が見
られた。
　胸前湾曲角も胸前上傾斜とは－0.49，胸前
下傾斜とは0.77となり胸前突量とは0.75を示し
た。また，腹突上傾斜とは0.78であり背面と同
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様の結果となった。つまり人体の前面・後面共
にWL上・下の傾斜が湾曲角への影響が大きい
といえる。
　⑥後頸入りと前頸入りの間には0.65と中程度
の相関があり，両項目とも上半身体軸角との間
に0.8以上の高い相関を示している。また，後
頸入りと胸背上傾斜は－0.54と関係は低いが前
頸入りと胸前上傾斜の間には0.796と高い相関
が見られる。さらに後頸入りとWL後厚径，前
頸入りとW前厚径の各間に－0.78，0.85と高い
相関が見られる。A群でも中程度の相関が見ら
れたが，前後両項目とも正の係数であった。
　⑦上半身体軸角と関係が見られたのは，前後
頸入り項目で0.8以上の相関が在り，後WL厚径
とは－0.6，前WL厚径とは0.7と中程度の相関が
ある。また，胸前上傾斜とは0.7以上の相関が
見られることから上半身の体軸傾斜と前BL上
部の傾斜は連動しているが，背面の各傾斜とは
関係性が見られない。
　下半身体軸角と関係が見られたのは，殿突下
角の－0.6のみで負の相関である。
　以上の相関分析の結果，計測値間の相関とし
てはＳ群Ａ群共に近い数値も見られたが，係数
では同様な傾向であっても正・負が逆であるな
ど異なった結果もあり人体の形態，姿勢がやや
異なっていることが分る。

Ⅴ　クラスター分析による考察

　Ｓ群の人体前･後面の突出量分類として，厚
径に関わる項目と体軸の項目，計12項目のウォ
ード法によるクラスター分析を試みた。その樹
形図を図７に示す。距離112.196で５クラスタ
ーに分類した。
　各クラスターの特徴を探るために代表的な被
験者と各項目の基準化した数値を図８に示す。
・クラスター１は，下半身体軸がほぼ直上で上
半身体軸も傾斜が小さく，頸部は前傾が大き
い。下半身突出部は前方向へ，WLは後方へ，
胸部突出部は前方へ振れており，全体的に前傾
している。

・クラスター２は，下半身体軸がやや前方向に
傾き上半身体軸は傾斜が小さく，頸部は立ち気
味である。下半身突出部とWLは後方へ振れ胸
部突出部は前方へ振れている。全身的に逆S字
型体型である。
・クラスター３は，下半身体軸が前方に傾き上
半身の体軸は後方に傾き，頸部は立ち頸であ
る。下半身突出部は後方向へ振れ，WLは前方
へ，胸部突出部は後方へ振れており全身的に弓
なり体型である。
・クラスター４は，下半身体軸がやや前方に傾
き，上半身体軸は後方に傾いて，頸部は平均的
である。上・下半身ともに突出部の振れが小さ
い。全体的に前後への振れが最も小さい体型で
ある。
・クラスター５は，下半身体軸がやや後方に傾
き上半身体軸は傾斜が小さく，頸部は前傾が大
きい。下半身突出部とWLは前方へ，胸部突出
部は後方へ振れている。全体的にＳ字型体型で
ある。
　クラスター１～５の中で最も多く表出したの
はクラスター５で27人，次いでクラスター２で
22人ある。この二つは全身の前後の突出が正反
対にあるものである。また，クラスター１と３
も前後の突出が正反対にある。クラスター４は
平均的体型であるが，人数は15人と最も少な
い。

Ⅵ　ま　と　め

　1983年（Ｂ群），1993年（Ａ群）の既報に
つづき2007~08年若年女子のシルエッター写真
による側面視人体計測（Ｓ群）を行い，既報
との経年変化の有無を明らかにするとともに
2007~08年の若年女子体型の分類とその特徴を
捉えることを試みた。主な結果は以下の通りで
ある。
・本実験被験者の主要項目の平均値と“日本人
の人体寸法データベース2004－2006”（21~29
才）をモリソンの偏差折線で比較すると，その
差は殆ど見られず，本実験の若年女子被験者は
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基本寸法において，現日本人の平均的寸法とい
える。
・身長と体重の関係では，身長はＢ－Ａ群の
差に対してＡ－Ｓ群では3.5倍増加している。
体重はＢ－Ａ群，Ａ－Ｓ群共に1㎏以内の差で

あることから，S群は全身的にやや細長型であ
る。また，Ｂ，Ｗ，Ｈの周径項目ではＢはＳ群
が小さく，Ｗ，ＨはＳ群が大きい結果となり，
やや“ずん胴”気味である。
・厚径項目における比較では，Ｂ群に比べＡ群

頸後傾斜
頸前傾斜
胸背突量
胸前突量
後丈突出量
前丈突出量
ＷＬ後厚
ＷＬ前厚
殿突量
腹前突量

上半身体軸角
下半身体軸角

平
均
値

平
均
値

平
均
値

平
均
値

平
均
値

‒8 ‒6 ‒4 ‒2 0 2  4  6  8 ‒8 ‒6 ‒4 ‒2 0 2  4  6  8‒8 ‒6 ‒4 ‒2 0 2  4  6  8‒8 ‒6 ‒4 ‒2 0 2  4  6  8‒8 ‒6 ‒4 ‒2 0 2  4  6  8
クラスター１（19人） クラスター２（22人） クラスター３（17人） クラスター4（15人） クラスター5（27人）

クラスター１ クラスター２ クラスター３ クラスター４ クラスター５

（ 8 ）

図８　各クラスターの代表的体型

図７　クラスター分析　樹形図



は前・後方向への突出量が増えメリハリな体型
であったが，Ｓ群は前後の突出量が小さく，Ｂ
群に近い体型である。
・Ｓ群は，足部に対してＷ部がやや直立方向に
なり，Ｗに対して上半身が後方に移動してい
る。また頸部が前傾していることから，身体全
体に曲勢のない直立型といえる。
・Ｓ群は，身長と他の高さ項目相互間では全頭
高を除いて0.7以上の相関がみられ，Ａ群と同
様の結果である。高さ項目に相関が見られたこ
とは，計測点設定時に骨格を目安にしたものあ
ることから，身長の成長と人体骨格の成長は連
動しているといえる。
・Ｓ群では，腰部と腹部の突出量間に前面の突
出の大きい場合は後面の突出の小さい傾向が見
られるなど，互いに正負を逆にしたやや低い相
関がありＡ群では同傾向で中程度の相関であっ
た。Ｓ群では係数が小さくなっていることか
ら，今後この関係が見られなくなる可能性も否
めない。
・Ｓ群における胸背湾曲角と胸前湾曲角は共に
WL上・下の傾斜への影響が大きく，胸背後突
角や胸前上傾斜には関係性が見られない。
・Ｓ群の厚径に関わる12項目を用いて５クラス
ターに分類した結果，最も人数が多いクラスタ
ーの特徴は，上半身突出部は後方に傾き下半身
突出部とWLは前方に傾いた，いわゆるＳ字型
体型であった。しかし，５クラスターの内二組
計４クラスターが，身体の前後突出が相反する
関係にあることが分った。つまり各突出項目を
平均すると凹凸が相殺されてしまい，最も人数
の少ないクラスターの特徴が，差の検定等に現
れたのではないかと考える。このことから，平
均や差の検定では体型の特徴を分析することは
難しく，クラスター分析を用いることが体型の
詳細を得るのに有効であるといえる。
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